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１．令和元年東日本台風の概要

○令和元年東日本台風は、１０月１２日の夕方から夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地方に上陸し、
台風本体の発達した雨雲の影響により、既往最大を超える大雨をもたらし、千曲川では観測史上最大の流量を記録した。
（図1.1.1、図1.1.2、図1.1.3、図1.1.4）

天気図（10月12日15時、気象庁HPより）

令和元年東日本台
風

立ヶ花
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雨量積算図
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■千曲川 立ヶ花地点上流域
流域平均２日雨量

今 回 ： 196.8mm/2日（令和元年10月洪水）
〔既往最大： 180.1mm/2日（平成18年7月洪水）〕

■立ヶ花水位観測所では、
既往最高水位 12.46mを記録 実測流量：8,387m3/s
〔過去最高：11.13m (昭和58年9月29日記録) 〕

（１）令和元年東日本台風の概要

（図1.1.1）

（図1.1.2）

（図1.1.3） 台風進路図（図1.1.4）

河川整備計画（R1.8変更）
既往最高を記録、整備計画目標流量を超過
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千曲川

犀川

犀川

梓川

大町ダム
高瀬川

新潟県

群馬県

山梨県

長野県

千曲川 穂保地先 堤防決壊（L=約70ｍ）

三念沢 豊野地先 堤防決壊

皿川 北山地先 堤防決壊

麻績川 宮の下地先 堤防決壊

志賀川 下宿地先 堤防決壊

滑津川 石神地先 堤防決壊

：決壊

：溢水・越水

：内水

：内水＋溢水

：大臣管理区間 ：県管理区間

：決壊

：溢水・越水

：内水

凡例
直轄管理区間 県管理区間

信濃川水系長野県 （6月30日現在）

堤防決壊 越水・溢水 内水被害 内水被害＋溢水 河川管理施設被害

国管理河川 1水系1河川1箇所 1水系1河川14箇所 1水系2河川18箇所 1水系1河川1箇所 1水系2河川57件

県管理河川 1水系5河川6箇所 1水系15河川21箇所 1水系3河川3箇所 0水系0河川0箇所 1水系134河川971件

○令和元年東日本台風により、長野県内では全壊家屋1,077戸、半壊家屋2,638戸、床上浸水3,864戸、床下浸水2,638戸の被害

が発生した。（「第36回災害対策本部員会議」12/3より）
○国管理河川では、千曲川において堤防決壊が発生し、県管理河川では、皿川及び三念沢、志賀川、滑津川、麻績川

にて堤防決壊が発生し、浸水被害をもたらした。

１．令和元年東日本台風の概要（２）令和元年東日本台風の被害状況



１．令和元年東日本台風の概要
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○令和元年に既往最大流量（立ヶ花地点：8,387m3/s）を記録する洪水が発生し、千曲川では長野市穂保地先で堤防が決壊し
甚大な被害が発生した。 （図1.2.1）

○上田市諏訪形地先では約300m区間の堤防が欠損し、上田電鉄別所線千曲川橋梁が被災した。（図1.2.2）

【長野市穂保地区】 【上田市諏訪形地区】
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（図1.2.1） （図1.2.2）

（２）令和元年東日本台風の被害状況
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１．令和元年東日本台風の概要
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１）長野県長野市穂保地先（左岸57.5k付近）の被災～復旧状況

堤防復旧完了応急復旧完了被災状況

R1.10.30撮影

基礎処理工（鋼矢板）の施工

堤防被覆構造鋼矢板仮締切堤防

仮堤防

堤防の決壊状況①

R2.6.6撮影

堤防の決壊状況②

R1.10.13撮影 千曲川

決壊箇所

千曲川

千曲川

千曲川

千曲川 千曲川

千曲川

○ 長野市穂保地先では、令和元年東日本台風の出水により「越水」し、約７０ｍ区間の堤防が決壊。 （図1.3.1）
○ 決壊発生当日（令和元年10月13日）から緊急復旧工事に着手し、10月17日に仮堤防が完成。
○ 令和元年10月30日には、応急復旧工事（鋼矢板仮締切堤防）が完成。 （図1.3.2）
○ 令和2年6月10日に決壊区間（１４０ｍ）を含む越水で被害を受けた堤防の復旧工事が完了。 （図1.3.3）

基礎地盤処理

（図1.3.1） （図1.3.2） （図1.3.3）

（３）主な被災地点の状況
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１．令和元年東日本台風の概要
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２）長野県上田市諏訪形地先（左岸104k付近）の被災～復旧状況

堤防復旧完了応急復旧完了被災状況

○ 上田市諏訪形地先では、令和元年東日本台風の出水により、約300m区間の堤防が欠損。 （図1.3.4）
○ 欠損発生当日（令和元年10月13日）から緊急復旧工事に着手し、11月3日に仮堤防が完成。 （図1.3.5）
○ 令和2年6月22日に堤防欠損箇所の復旧が完了。 （図1.3.6）

欠損
L=約300m

R1.10.13撮影

千曲川

R1.10.19撮影

千曲川

R1.11.3撮影

R2.6.20撮影

R2.6.20撮影

千曲川

千曲川

千曲川

R1.11.3撮影

R1.11.3撮影

千曲川

千曲川

R1.10.16撮影

千曲川

（図1.3.4） （図1.3.5） （図1.3.6）

（３）主な被災地点の状況
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１．令和元年東日本台風の概要

１）令和元年東日本台風の出水状況 ①出水状況（雨量）
○ 信濃川流域における流域平均２日雨量は、立ヶ花地点で１９６．８㎜/2日、小千谷地点で１９９．２㎜/2日を記録し、ともに既往

最大を更新した。
○ また、24時間雨量が総雨量の9割以上を占めており、降雨は2日間にわたるが、実質は24時間に雨量が集中していた。

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性

渡部

小市

杭瀬下

小市地点上流域

立ヶ花地点上流域

大河津

生田

等雨量線図(総雨量)

(総雨量)

堀之内地点上流域

小千谷地点上流域

渡部地点上流域

7

（図1.4.1）

杭瀬下地点上流域
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１．令和元年東日本台風の概要

１）令和元年東日本台風の出水状況 ②出水状況（水位流量）

○ 千曲川管内の３地点で氾濫危険水位を超過（内３地点で計画高水位を超過）し、信濃川管内の４地点で氾濫危険水位を超過
（内２地点で計画高水位を超過）した。

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性
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R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

１．令和元年東日本台風の概要

１）令和元年東日本台風の出水状況 ③気象的特徴

○ 10月6日に南鳥島近海で発生した台風第19号は、マリアナ諸島を西に進みながら、 7日には大型で猛烈な台風となった。その
後、小笠原近海を北北西に進み、12日には北よりに進路を変え東海道沖を北北東に進んだ。（図1.4.3）

○ 12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、関東地方を通過し、13日未明に東北地方の東海上に抜けた。
○ 10月12日00時から13日24時までの総降水量は、笠岳で322.5mm、佐久で303.5mmを観測するなど、長野県内14観測地点で、

日降水量の統計開始以来の極値を更新した。（図1.4.4、図1.4.5）

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性

99

台風19号の経路図 降水量の推移
（令和元年10月12日00時～13日24時）

北相木

395.5

※ 図出典：令和元年台風19号に関する長野県気象速報（令和元年10月18日）

アメダス総降水量分布図
（令和元年10月12日00時～13日24時）

（図1.4.3） （図1.4.4） （図1.4.5）



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

１．令和元年東日本台風の概要

１）令和元年東日本台風の出水状況 ④主な気象要因
○ 東海地方から東北地方で記録的な大雨をもたらした気象要因について、次の３点が主要因である。（図1.4.6）

① 大型で非常に強い勢力をもった台風の接近による多量の水蒸気の流れ込み
② 台風北側の前線の形成・強化及び地形の効果などによる持続的な上昇流の形成
③ 台風中心付近の発達した雨雲の直接的な影響

○ 千曲川流域にあたる長野県北相木では、12日朝から夜にかけて1 時間降水量が20から40mm の強い雨または激しい雨が続
き、総降水量が400mm を超えた。主に台風接近に伴い形成・強化された前線の影響により大雨となった可能性が高いと考え
られる。（図1.4.7、図1.4.8）

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性

10

台風19 号による記録的な大雨の気象要因のイメージ図

※ 図出典：令和元年台風第19 号に伴う大雨の要因について（令和元年12月23日 気象庁）

長野県北相木の降水量時系列図（期間：10月10日から10月13 日）

51時間分の解析雨量を積算した降水量分布

前線の影響により、台風の進路の北西側
で、広い範囲で大雨となった。山地の南東
から東の斜面となる地域での降水量は明
瞭に多くなっている。

（図1.4.6）
（図1.4.7）

（図1.4.8）
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１．令和元年東日本台風の概要

２）令和元年東日本台風の降雨・流量規模 ①令和元年東日本台風の降雨規模

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性
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渡部

小出

小市

杭瀬下

大河津

生田

(2日雨量)

小千谷上流
（9,719.0km2）

小市上流
（2,773.0km2）

立ヶ花上流
（6,442.2km2）

R1.10.12
199.2mm/2日

R1.10.12
135.5mm/2日

S57.9.11
167.6mm/2日

H18.7.17
180.1mm/2日

S58.9.27
176.5mm/2日

18.7.17
157.6mm/2日

○ R1.10出水（令和元年東日本台風）の2日雨量は、小千谷地点・立ヶ花地点で、既往最大を記録した。
○ 小市地点でのR1.10出水の雨量は、千曲川本川（立ヶ花地点）に比べて小さい規模であった。

S58.9.27
195.0mm/2日

H18.7.17
195.5mm/2日

R1.10.12
196.8mm/2日



0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

S3
1

S3
3

S3
5

S3
7

S3
9

S4
1

S4
3

S4
5

S4
7

S4
9

S5
1

S5
3

S5
5

S5
7

S5
9

S6
1

S6
3

H0
2

H0
4

H0
6

H0
8

H1
0

H1
2

H1
4

H1
6

H1
8

H2
0

H2
2

H2
4

H2
6

H2
8

H3
0

年
最
大
流
量
（

m
3 /s
）

小千谷
整備計画河道配分流量9,800m3/s

計画高水流量11,000m3/s

0

1000

2000

3000

4000

5000

S3
1

S3
3

S3
5

S3
7

S3
9

S4
1

S4
3

S4
5

S4
7

S4
9

S5
1

S5
3

S5
5

S5
7

S5
9

S6
1

S6
3

H0
2

H0
4

H0
6

H0
8

H1
0

H1
2

H1
4

H1
6

H1
8

H2
0

H2
2

H2
4

H2
6

H2
8

H3
0

年
最
大
流
量
（

m
3 /s
）

小市
計画高水流量4,000m3/s

整備計画河道配分流量3,800m3/s

R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

１．令和元年東日本台風の概要

２）令和元年東日本台風の降雨・流量規模 ②令和元年東日本台風の実績流量規模

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性

12

○ R1.10出水（令和元年東日本台風）の実績流量は、立ヶ花地点で既往第1位、小千谷地点で既往第2位となった。
○ 小市地点のR1.10出水の実績流量は、小千谷地点、立ヶ花地点に比べて規模は小さい。

順位 降雨要因 洪水名 実績流量(m3/s)

第1位 台風 S56.8.23 9,638
第2位 台風 R1.10.13 9,609
第3位 台風 S57.9.13 9,297
第4位 前線 H23.7.30 7,869
第5位 台風 S58.9.29 7,808
第6位 台風 H25.9.16 7,331
第7位 台風 S60.7.1 7,198
第8位 前線 H18.7.19 6,781
第9位 台風 H16.10.21 6,433
第10位 台風 H29.10.23 6,286

順位 降雨要因 洪水名 実績流量(m3/s)

第1位 台風 R1.10.13 8,387
第2位 台風 S58.9.29 7,440
第3位 台風 S34.8.14 7,261
第4位 台風 S57.9.13 6,754
第5位 前線 H18.7.19 6,021
第6位 台風 H16.10.21 5,662
第7位 台風 S33.9.18 4,240
第8位 台風 S60.7.1 4,238
第9位 台風 H29.10.23 4,190
第10位 熱帯性低気圧 H11.8.15 4,0510
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順位 降雨要因 洪水名 実績流量(m3/s)

第1位 台風 S58.9.29 3,849
第2位 前線 H18.7.19 3,579
第3位 台風 H16.10.21 3,520
第4位 前線 S44.8.11 2,832
第5位 台風 S34.8.14 2,685
第6位 前線 H11.6.30 2,212
第7位 台風 S60.7.1 1,900
第8位 前線 S46.9.7 1,792
第9位 台風 S57.9.13 1,762
第10位 台風 H29.10.23 1,761

※小市地点でのR1.10洪水流量（1,649m3/s）は既往第11位



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
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１．令和元年東日本台風の概要

３）令和元年東日本台風の降雨特性分析 ①時間分布
○ R1.10出水の立ヶ花上流域では総雨量が大きく、総雨量に達するまでの時間が早い（短時間に集中して降雨が発生）。
○ 過去の主要な洪水において、短時間で集中して降雨が発生しているパターンはS57.9、S58.9 、H16.10洪水。
○ R1.10洪水は、特に降雨が短時間に集中しているため、流量もシャープな波形となった。

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性
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S58.9.29洪水

H16.10.21洪水

R1.10.12洪水

S57.9.13洪水

S57.9.13出水

降雨波形が特に短時間
に集中しているため、
流量波形もシャープな
波形となった

立ヶ花観測所 「累積雨量 ～ 時間」

※上記洪水は実績流量が存在するS31以降で立ヶ花・小千谷それぞれで流量上位10位、２日雨量上位10位を選定
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R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

１．令和元年東日本台風の概要

３）令和元年東日本台風の降雨特性分析 ②空間分析
○ R1.10洪水では、主に長野県と群馬県の県境での降雨が多く、中でも千曲川上流域に降雨が集中しており、特に杭瀬下上流域

に降雨が集中している。
○ 既往洪水で杭瀬下上流に降雨が集中しているのは、S34.8、S57.9出水が該当する。

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性
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(総雨量)

S57.9.13洪水

(総雨量)

S34.8.14洪水 S58.9.29洪水

H16.10.21洪水 H18.7.19洪水 R1.10.12洪水

(総雨量)

(総雨量)

(総雨量)

(総雨量)

赤枠：杭瀬下上流に多雨傾向

立ヶ花上流で
比較的降雨が

多い

立ヶ花上流で
比較的降雨が

多い

特に、杭瀬下
上流に降雨が

多い

特に、杭瀬下
上流に降雨が

多い

特に、杭瀬下
上流に降雨が

多い



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

１．令和元年東日本台風の概要

４）令和元年東日本台風の降雨流出特性のまとめ

（４）令和元年東日本台風の降雨流出特性
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今次の台風における降雨特性について

・台風により長野県北部と中部を中心に非常に激しい降雨が発生し、総雨量は県内14観測地点で、日降
水量の統計開始以来極値を更新した。

・記録的な大雨をもたらした気象要因としては、「大型で非常に強い勢力をもった台風の接近による多
量の水蒸気の流れ込み」、「台風北側の前線の形成・強化及び地形の効果などによる持続的な上昇流の
形成」、「台風中心付近の発達した雨雲の直接的な影響」が主要因として考えられる。

・R1.10洪水の流域平均2日雨量は、立ヶ花地点で196.8㎜/2日、小千谷地点で199.2㎜/2日を記録し、既
往最大を更新した。

・R1.10洪水の実績流量については、立ヶ花地点で既往最大を記録し、小千谷地点では既往第2位を記録
した。

・一方、支川犀川（小市）でのR1.10洪水の雨量、流量規模は、千曲川本川に比べて小さい。

・R1.10洪水は、短時間に集中して降雨が発生しているため、流量波形もシャープな波形となっている。

・R1.10洪水では、主に長野県と群馬県の県境での降雨が多く、中でも千曲川上流域に降雨が集中して
おり、特に杭瀬下上流域に降雨が集中している。



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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（１）信濃川水系緊急治水対策会議の開催

○令和元年東日本台風（台風第１９号）による甚大な被害に対し、流域内の関係者が連携して河川整備によるハード対策と地域連
携によるソフト対策を一体的かつ緊急的に進めるため、第１回会議を昨年１１，１２月に開催。第２回の会議を今年１月に開催。
令和２年１月３１日に「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」の最終とりまとめを行った

【信濃川中流】
会議名：信濃川水系緊急治水対策会議（信濃川中流）

【千曲川】
会議名：信濃川水系緊急治水対策会議（千曲川）

●開催日時 令和２年１月２３日（木）１０：００～１１：３０
●開催場所 長岡市消防本部
●議事（緊急治水対策プロジェクト（案）、各機関の取組）
●参加者
・流域市町村（７市町村、うち首長２人出席）
・新潟県（土木部、各地域振興局）
・国土交通省北陸地方整備局（河川部、信濃川河川事務所）

●開催日時 令和２年１月２４日（金）１３：３０～１５：００
●開催場所 長野市生涯学習センター
●議事（緊急治水対策プロジェクト（案）、各機関の取組）
●参加者
・流域市町村（４１市町村、うち首長１１人出席）
・長野県（知事、建設部、各建設事務所）
・国土交通省北陸地方整備局（河川部、千曲川河川事務所）

長野県知事 北陸地整 河川部長

長野市長 佐久市長

北陸地整 信濃川河川事務所長 新潟県 河川管理課長

長岡市長 魚沼市長



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

（２）プロジェクトの概要 河川整備計画（R1.8変更）
新規対策内容等有り２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（２）プロジェクトの概要

長野市穂保地先の堤防決壊、
浸水被害状況

新潟県小千谷市内における
浸水被害状況

※計数については、今後の調査、検討等の結果、変更となる場合がある。

○令和元年東日本台風により、甚大な被害が発生した信濃川水系において国、県、市町村が連
携し、「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」を進めています。
○国、県、市町村が連携し、以下の取り組みを実施していくことで、信濃川本川及び千曲川本
川の堤防で被災した区間で越水防止を目指します。
①被害の軽減に向けた治水対策の推進【河川における対策】
②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進【流域における対策】
➂減災に向けた更なる取組の推進【ソフト施策】

○令和２年度は、決壊箇所の本格的な災害復旧や、全川での河道掘削等の改良復旧、ため池等
既存施設の有効利用（流域対策）、マイ・タイムラインの普及（ソフト施策）を進めています。

■河川における対策
全体事業費 約１，７６８億円【国：約１，２２７億円、県：約５４１億円】

災害復旧 約 ５８６億円【国：約 ２１４億円、県：約３７２億円】
改良復旧 約１，１８３億円【国：約１，０１３億円、県：約１６９億円】

事業期間 令和元年度～令和９年度
目 標 【令和６年度まで】

令和元年東日本台風（台風第１９号）洪水における
・千曲川本川の大規模な浸水被害が発生した区間等において越水等による家屋
部の浸水を防止
・信濃川本川の越水等による家屋部の浸水を防止
【令和９年度まで】
令和元年東日本台風（台風第１９号）洪水における
・千曲川本川からの越水等による家屋部の浸水を防止

対策内容 河道掘削、遊水地、堤防整備・強化
※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

■流域における対策
・ため池等既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グラウンドなどを活用した雨水貯留施設
・排水機場等の整備、耐水化の取組
・防災拠点等

■ソフト施策
・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による水害 に強い地域づくりの検討
・高床式住まいの推進
・マイ・タイムラインの普及

・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

17

【R2.9末時点】



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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河川における対策－被害の軽減に向けた治水対策の推進

河川整備計画（R1.8変更）
新規対策内容等有り（２）プロジェクトの概要

千曲川・犀川直轄管理区間で実施する事業



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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流域における対策－地域が連携した浸水被害軽減対策の推進

河川整備計画（R1.8変更）
新規対策内容等有り（２）プロジェクトの概要

新規対策
（長野市共同）

千曲川・犀川直轄管理区間で実施する事業



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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まちづくり、ソフト施策－減災に向けた更なる取組の推進

河川整備計画（R1.8変更）
新規対策内容等有り（２）プロジェクトの概要



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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まちづくり、ソフト施策－減災に向けた更なる取組の推進

河川整備計画（R1.8変更）
新規対策内容等有り（２）プロジェクトの概要



＜平常時＞

■地域のｺﾐｭﾆﾃｨｰｽﾍﾟｰｽとして
活用

■水防活動の訓練などに利用

■防災学習の場や川の情報発
信拠点として水防センター
を活用

■市と連携したその他の取組

＜災害時＞

■被災箇所の復旧工事の材料
備蓄

■排水ポンプ車など災害対策
車輛、防災ヘリの拠点

■水防活動の拠点（水防団）

○洪水等の発生時の河川管理施設保全活動及び緊急復旧活動の拠点として「長沼地区河川防災ステーション」を国と市で計画
○施設範囲や平常時の利活用等の詳細については、今後の地域住民の意見を踏まえて検討していく。（図2.3.1）

R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
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長沼地区河川防災ステーション

長沼地区河川防災ｽﾃｰｼｮﾝ案（縦断的に盛り土を配置した案）

（図2.3.1）

河川整備計画（R1.8変更）
未記載事項（３）防災拠点の整備に関する検討

千曲川

決壊箇所

地元説明状況



○ 河川管理者である国土交通省と利水ダム管理者等との間において、事前放流に関する協定を信濃川水系にある５０の利水ダ
ム等と令和２年５月２９日に締結し、今年の出水期より運用を開始。（中流部：２０、上流部：３０）

○ 信濃川水系では、水害対策のために使える容量の割合※がそれまでの２５．８％から、締結後に７２．５％へと向上。
○ 令和２年７月の出水では、千曲川流域で大雨が予想されたことから信濃川水系上流部の４ダムにおいて事前放流等の操作を

行い、約１１０万ｍ３の「治水のための容量」を確保し、約９０万m３を貯留。

○裾花ダム（管理者：長野県）
実施期間：7月6日2:00～7月7日1:00

○奥裾花ダム（管理者：長野県）
実施期間：①7月6日2:00～7月7日1:00

②7月7日9：30～7月7日13：30

○金原ダム（管理者：長野県）
実施期間：7月6日8:00～7月6日13:00

○奈良井ダム（管理者：長野県）
実施期間：7月4日20:00～7月6日19:15

奥裾花ダム

利水放流管

常用洪水吐

※常用洪水吐と利水放流管を用いて事前放流を実施

R2.7出水時の事前放流の実施状況事前放流とは
洪水発生前に大雨に備えて利水

容量の一部を事前に放流し洪水調
節のための容量として活用。

信濃川水系（中・上流部）
ダム位置図

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

事前放流

※洪水調節容量に事前放流での確保量を加えたものを、
有効貯水容量（洪水調節容量＋利水容量）で除したもの

23

※速報値

R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト 河川整備計画（R1.8変更）
未記載事項（４）事前放流に関する治水協定締結



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト

Ｒ１ Ｒ２ ～ Ｒ３ R４ ～ Ｒ６ R７ ～ Ｒ９

信濃川 【国】

災害復旧

遊水地整備(信濃川中流)

災害復旧

災害復旧

遊水地整備(千曲川中流・下流)

堤防強化

大町ダム等再編事業

災害復旧

遊水地整備（千曲川上流・黒沢川）

支川改修

築堤・河道掘削

【第一段階（復旧）】 災害復旧を令和3年度までに完了（国（権限代行含む）は令和3年出水期まで、県は令和3年度）。並びに大河津分水路な
どの下流域の整備に応じた河道掘削（立ヶ花狭窄部など）を順次実施

【第二段階（復興）】 改良復旧である堤防強化（粘り強い河川堤防構造など）や遊水地、大町ダム等再編事業（容量再編）を完了
【第三段階（復興）】 遊水地、河道掘削（立ヶ花狭窄部など）を令和9年度完了

築堤・河道掘削
災害関連事業

完了（R6）

災害関連事業
完了(R9)

【第一段階】 【第二段階】 【第三段階】

築堤・河道掘削（立ヶ花狭窄部など）

大河津分水路改修

災害復旧完了(R3)

遊水地整備
完了(R6)

災害復旧完了(R3出水期まで)

堤防強化完了(R5出水期まで)

遊水地整備完了（R9）

災害復旧完了(R3)

災害復旧完了(R3出水期まで)

遊水地整備
完了(R6)

築堤・河道掘削
完了（R6）

支川改修完了(R4)

支川改修・排水機場整備 支川改修・排水機場整備完了(R6)

築堤・河道掘削完了(R6)

運用開始

（粘り強い河川堤防などの整備）

※権限代行箇所含む

※立ヶ花狭窄部影響区間

容量買取
完了(R6)

継続
第二床固改築

完了（R9）
先行低水路掘削

先行低水路掘削
完了（R6）

運用
開始

土砂対策設備整備

（５）ロードマップ
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千曲川・信濃川
【長野県・新潟県】

千曲川 【国】

千曲川（上流）
【長野県】



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

２．信濃川水系緊急治水対策プロジェクト

○引き続き、立ヶ花狭窄部～村山橋間の堤防強化（越水対策）について順次実施。 （図2.6.1、図2.6.5）

○上下流バランスや氾濫域のリスク等を総合的に勘案しつつ、令和2年度から千曲川本川の水位低下を目指し、立ヶ花狭窄部などの掘削を段階的に進める。（図2.6.4）

○遊水地の整備に向け、現地踏査、配置計画検討を行い、順次関係機関・地元と調整を進める。 （図2.6.6）

○信濃川水系緊急治水対策プロジェクト終了後においても、上下流バランスを図りながら引き続き河道掘削等を行い、順次治水安全度の向上を図る。 （図2.6.4）

①【戸狩狭窄部】
河道掘削

⑤遊水地（候補地）

＜河道掘削＞

＜堤防強化＞ ＜遊水地＞

※事業スケジュールについては、検討状況により今後変更となる可能性がある。

【凡 例】

河道掘削

堤防強化

遊水地

堤防決壊

大臣管理区間

②【立ヶ花狭窄部】
河道掘削

③【立ヶ花上流部】
河道掘削

立ヶ花狭窄部

④【立ヶ花狭窄部～村山橋】
堤防強化（越水対策）

小布施橋

上今井橋

中野市

千曲川

北千曲川橋
河道掘削イメージ

千曲川下流遊水地群※堤防復旧区間除く

①【戸狩狭窄部】 河道掘削

実施内容 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　　　掘削計画の検討

　　　関係機関調整
　　　（地元説明含む）

　　　工事

R２
R７

プロジェクト
以降R３ R４ R５ R６

R7年出水期前までに完了

関係機関・地元と適宜調整

③【立ヶ花上流部】 河道掘削

実施内容 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　　　関係機関調整
　　　（地元説明含む）

　　　工事

R２
プロジェクト

以降

関係機関・地元と適宜調整

④堤防強化

実施内容 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　　　堤防強化工法の検討

　　　学識者の意見徴収

　　　関係機関調整
　　　（地元説明含む）

　　　工事

R３
R２

R４ R５

R5年出水期前までに完了

関係機関・地元と適宜調整

②【立ヶ花狭窄部】 河道掘削

実施内容 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　　　掘削計画の検討

　　　関係機関調整
　　　（地元説明含む）

　　　工事

R10
プロジェクト

以降

R２
R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９

R7年出水期前までに完了

関係機関・地元と適宜調整 関係機関・地元と適宜調整

⑤遊水地

実施内容 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　　　遊水地計画の検討

　　　関係機関調整
　　　（地元説明含む）

　　　現地踏査・現地調査
　　　（測量・地質等）

　　　工事

R８ R９
R２

R３ R４ R５ R６ R７

現地踏査
現地調査

（測量・地質等）

R7年出水期前までに完了

関係機関・地元と適宜調整 関係機関・地元と適宜調整
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（図2.6.1）［事業箇所作置図］

（図2.6.4）

（図2.6.2）

（図2.6.3）

（図2.6.5） （図2.6.6）

（６）戸狩・立ヶ花狭窄部の主な事業スケジュール
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○令和９年度までに、立ヶ花狭窄部を含む河道掘削や遊水地整備、堤防整備・強化を行う。 （図2.7.1）
○立ヶ花地点において約9,000m3/sの洪水規模※に対し、遊水地等の整備により約8,600m³/sまで洪水量を低減させる。 （図2.7.1）
○併せて、河道掘削等の実施により、プロジェクト完了時には、（東日本台風時における約8,400m3/sを超える）約8,600m³/sの洪

水まで越水させずに流下させることができるようになる。（図2.7.1）

計画高水位

河道掘削

約9,000m3/s※の水位（想定）

約8,600m3/sの水位（事業実施後）

イメージ図：対策による効果

堤防整備・強化

※令和元年東日本台風において、立ヶ花地点より上流での千曲川本川堤防
からの越水等が生じなかった場合に想定される洪水流量。

遊水地等による対策
計画堤防高

（図2.7.1）

（７）プロジェクトの効果


